
1

景観づくり 制度について
前回のふりかえり 第３回 いわき湯本温泉 まちなみづくり検討会 2023.08.24 Thu 18:30〜20:00

【制度の概要】
・ 法的な拘束力を持つ制度です。
１ 建築や改修といった行為をする際、設計者はルール（ガイドライン）に基づいて設計
２ 設計の内容などを事前に届け出
３ 市や地域団体などが審査し、適合なら許可を出す（不適合の場合、変更指示等を出す）
４ 地域によっては、変更指示等従わなかった場合の罰則を規定することも
・ 景観地区＝自治体（市） が運営、 景観協定＝地域 が運営

【制度づくりの所要期間】
・ 制度づくり完了までは数年ほどかかる場合が多い。
（対象地域全体の合意が基本となるため、慎重に進める必要あり）

【既存の建物などはどうするのか？】
・ 制度の開始日以前からある建物などについては、対象外とする場合も多い。
（開始日以降に新築／改修するものを対象とする）

景観地区 と 景観協定
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景観づくり 今後の進め方について
前回のふりかえり 第３回 いわき湯本温泉 まちなみづくり検討会 2023.08.24 Thu 18:30〜20:00

＜いま＞
サポートブック作成
にむけた話し合い

＜９月ごろ＞
サポートブック作成
※景観ガイドライン素案

を含む

景観地区
（市が運営）

景観協定
（地域が運営）

景観ガイドラインに
法的な拘束力をもたせる

＜R6年２月～３月ごろ＞
景観ガイドライン案

作成

対象地域の地権者などへ
の説明や対話

（全体の合意をえる）

＜９月～３月ごろ＞
地域キャラバン 実施
※地域の方たちに広くお知ら

せ/ご相談

景観ガイドラインに
法的な拘束力をもたせない
（地域へのお知らせ→実施）

対象地域の地権者などへ
の説明や対話

（全体の合意をえる）

制度づくり完了
（地域へのお知らせ→施行）

制度づくり完了
（地域へのお知らせ→施行）

制度づくり

景観ガイドラインも
含まれる

サポートブックの作成

今後、こうした方向性について、まずは関係者で話しあっていければと思っています。
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まちなみの整備イメージと方向性
前回のふりかえり 第３回 いわき湯本温泉 まちなみづくり検討会 2023.08.24 Thu 18:30〜20:00

皆さんと一緒に、整備イメージの検討と方向性の共有を行いました

話し合ったこと

 拠点の考え方
 全体の回遊動線
 休憩所・トイレの候補地
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まちなみの構成要素
前回のふりかえり 第３回 いわき湯本温泉 まちなみづくり検討会 2023.08.24 Thu 18:30〜20:00

まち全体に影響を及ぼす要素について少しご紹介しました
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前回のふりかえり 第３回 いわき湯本温泉 まちなみづくり検討会 2023.08.24 Thu 18:30〜20:00

・景観条例等を策定する場合、建物の内装も対象となるのでしょうか？
⇒建物の内装は対象となりません。建物の外装のみが対象となります。

・景観条例等を策定する場合、地域住民の合意形成について、どのような手続きが行われるのでしょうか？
⇒地域住民向けの説明会等を開催し、合意形成を図る必要があります。

・桜木町通りについても、まちの回遊動線の一部として検討するとよいと思います。

・石炭・化石館へ支所機能を移転するのはどうでしょうか？
⇒石炭化石館は今後も観光資源として活用していく方針です。

・表町通りを参道空間として整備する場合、交通量が多いため、歩行者の安全確保や渋滞緩和等の対応策が必
要になると思います。
⇒特定の日時における交通規制等の施策等も考えていきたいです。

・三函地区全体の回遊性を高めるために、表町通り、裏町通り、桜木町通りをつなぐ路地空間の整備を検討す
るとよいと思います。

前回の主な意見


